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揖斐川町未来センター会議では、結婚や転入、出産など、新たに揖斐川町の住民となった方をお祝いする場と
して、役場玄関にフォトスポットを設けました。
また、令和のスタートとなる５月１日には、未来センター会議メンバーや住民有志によるフラワーシャワーで、
婚姻届を提出された８組のカップルと3組のファミリーの新たな門出をお祝いしました。

令和元年５月１日

令和スタート婚8組をみんなでお祝いしました　～揖斐川町未来センター会議～

警戒レベル 避難行動等
防災気象情報
※住民が自主的に避難行動をとるた
めに参考としていただきたい情報

市
町
村
が
発
令

【警戒レベル５】 既に災害が発生している状況です。
命を守るための最善の行動をとりましょう。

【警戒レベル５相当情報】
氾濫発生情報
大雨特別警報　等

【警戒レベル４】
避難勧告
避難指示（緊急）

速やかに避難先へ避難しましょう。
避難場所までの移動が危険と思われる場合は近くの
安全な場所や、自宅内のより安全な場所に避難しま
しょう。

【警戒レベル４相当情報】
氾濫危険情報
土砂災害警戒情報　等

【警戒レベル３】
避難準備・
高齢者等避難開始

避難に時間を要する人（ご高齢の方、障がいのある
方、乳幼児等）とその支援者は避難をしましょう。
その他の人は、避難の準備を整えましょう。

【警戒レベル３相当情報】
氾濫警戒情報
大雨警報、洪水警報　等

気
象
庁
が
発
表

【警戒レベル２】 避難に備え、ハザードマップ等により、自らの避難
行動を確認しましょう。

洪水注意報
大雨注意報　等

【警戒レベル１】 災害への心構えを高めましょう。 早期注意情報

水害・土砂災害の防災情報（避難情報・気象情報）の伝え方が変わります！
　水害・土砂災害について、市町村が出す避難情報と国や都道府県が出す防災気象情報が５段階に整理されました。
　自らの命を守るため、避難情報・防災気象情報が発表されたら、適切な避難行動をしましょう。

※【警戒レベル５】では、既に災害が発生しています。また、必ず発令されるものではありません。
　【警戒レベル３】や【警戒レベル４】で、地域の皆さんで声をかけあって、安全・確実に避難しましょう。

【お問い合せ】揖斐川町役場総務防災課　℡２２-２１１１（内線１２１）
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４
月
13
日（
土
）、
揖
斐
川
町
地
域
交
流
セ

ン
タ
ー
「
は
な
も
も
」
に
お
い
て
、
講
演
会

「
古
文
書
に
見
る
明
智
光
秀
ゆ
か
り
の
揖
斐

川
町
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

講
演
を
行
っ
た
の
は
、
揖
斐
川
歴
史
民
俗

資
料
館
で
長
年
に
わ
た
り
古
文
書
解
読
講
座

の
講
師
を
務
め
ら
れ
て
い
る
歴
史
研
究
家
、

田た

中な
か　

豊ゆ
た
か

さ
ん
で
す
。
会
場
に
は
３
５
０
人

を
超
え
る
聴
衆
が
集
ま
り
、
田
中
さ
ん
の
講

演
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

講
演
で
は
、古
文
書
の
系
図
等
を
も
と
に
、

揖
斐
川
町
桂
地
区
で
勢
力
を
持
っ
て
い
た
豪

族
と
明
智
氏
の
関
わ
り
に
つ
い
て
話
さ
れ
ま

し
た
。

田
中
さ
ん
は
、
揖
斐
川
町
と
明
智
光
秀
の

関
わ
り
は
揖
斐
川
町
が
歴
史
の
宝
庫
で
あ
る

一
例
で
あ
り
、
他
に
も
た
く
さ
ん
の
歴
史
的

遺
産
を
持
つ
揖
斐
川
町
に
、
住
民
が
誇
り
や

愛
情
を
抱
い
て
ほ
し
い
と
語
り
ま
し
た
。

４
月
24
日（
水
）、
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
は

な
も
も
で
、
揖
斐
警
察
署
が
主
催
す
る
シ
ル

バ
ー
セ
ー
フ
テ
ィ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
委
嘱
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

同
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
は
、
高
齢
者
ら
が
交
通

事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
、
地
域
で
交
通
事

故
防
止
を
呼
び
掛
け
る
活
動
な
ど
を
し
ま

す
。
委
嘱
を
受
け
た
皆
さ
ん
は
次
の
と
お
り

で
す
。

高た
か

橋は
し　

正ま
さ

昭あ
き

さ
ん（
清
水
）

窪く
ぼ

田た　

義よ
し

久ひ
さ

さ
ん（
和
田
）

宮み
や

川が
わ　

敏と
し

彦ひ
こ

さ
ん（
𦙾
永
）

松ま
つ

永な
が　

直な
お

樹き

さ
ん（
谷
汲
深
坂
）

岩い
わ

﨑さ
き　
　

浩ひ
ろ
し

さ
ん（
谷
汲
有
鳥
）

加か

藤と
う　

内な
い

記き

さ
ん（
春
日
香
六
）

藤ふ
じ

田た　

宮み
や

子こ

さ
ん（
春
日
六
合
）

小お

倉ぐ
ら　

良り
ょ
う

一い
ち

さ
ん（
日
坂
）

小こ

寺で
ら　

朝あ
さ

民た
み

さ
ん（
東
津
汲
）

丸ま
る

山や
ま　

純じ
ゅ
ん

子こ

さ
ん（
東
横
山
）

須す

綱あ
み　

政ま
さ

人と

さ
ん（
坂
内
川
上
）

４
月
28
日（
日
）、
粕
川
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ

場
周
辺
の
河
川
敷
で
、
ミ
ズ
ベ
リ
ン
グ
事
業

「
ミ
ズ
カ
ラ
～
G
R
E
E
N
～
」
を
開
催

し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
粕
川
の
一
部
区
間
が
美
濃
地
方

で
初
め
て
都
市
・
地
域
再
生
等
利
用
区
域
に

指
定
さ
れ
、
民
間
事
業
者
等
に
よ
る
出
店
や

イ
ベ
ン
ト
等
の
開
催
が
可
能
と
な
っ
た
こ
と

で
、
３
月
に
続
き
、
ド
リ
ン
ク
や
鮎
の
塩
焼

き
な
ど
の
軽
食
販
売
を
は
じ
め
、
テ
ン
ト
サ

ウ
ナ
体
験
や
こ
い
の
ぼ
り
ア
ー
ト
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

訪
れ
た
人
は
、
新
緑
の
下
で
の
ん
び
り
と

し
た
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

次
回
は
７
月
７
日（
日
）
に
開
催
予
定
で

す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

明
智
光
秀
ゆ
か
り
の
地
で
あ
る
桂
区
で

は
、
光
秀
に
ま
つ
わ
る
伝
承
を
秘
め
た
「
重

ね
岩
」
の
環
境
整
備
活
動
を
４
月
28
日
（
日
）

に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
約
30
人
で
実
施
し
ま
し
た
。

「
重
ね
岩
」
周
辺
の
道
路
整
備
と
清
掃
活

動
に
加
え
、「
重
ね
岩
」
に
面
し
た
広
域
農

道
沿
い
に
駐
車
場
を
整
備
し
ま
し
た
。

「
重
ね
岩
」
は
山
の
斜
面
に
あ
り
、
駐
車

場
も
無
く
、
こ
れ
ま
で
近
づ
く
こ
と
が
困
難

で
し
た
が
、
今
回
の
整
備
に
よ
っ
て
誰
で
も

間
近
に
見
学
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

桂
区
に
は
、揖
斐
茶
を
販
売
し
、喫
茶
コ
ー

ナ
ー
を
備
え
た
「
い
び
茶
の
里
」
も
あ
り
ま

す
の
で
、「
重
ね
岩
」
見
学
の
後
は
、
美
味

し
い
揖
斐
茶
を
味
わ
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

▲

整
備
の
状
況

粕
川
ミ
ズ
ベ
リ
ン
グ
事
業

「
ミ
ズ
カ
ラ
～
G
R
E
E
N
～
」

を
開
催
し
ま
し
た

第
１
回
「
古
文
書
に
見
る

明
智
光
秀
講
演
会
」
を
開
催

シ
ル
バ
ー
セ
ー
フ
テ
ィ

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
委
嘱
式

桂
区
で「
重
ね
岩
」の
環
境
整
備

▲講演会の様子

▲委嘱状を代表受領する
高橋正昭さん
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２
月
16
日
に
亡
く
な
ら
れ
た
森も
り

本も
と

繁し
げ

義よ
し

さ
ん（
北
方
）が
、瑞
宝
双
光
章
を
受
章
さ
れ
、

富
田
町
長
よ
り
ご
家
族
へ
伝
達
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

森
本
さ
ん
は
、
昭
和
34
年
４
月
に
名
古
屋

商
科
大
学
附
属
高
等
学
校
の
教
諭
と
し
て
赴

任
さ
れ
、
故
郷
の
子
ど
も
達
の
教
育
に
携
わ

り
た
い
思
い
か
ら
、
昭
和
36
年
４
月
よ
り
地

域
の
小
中
学
校
の
教
諭
に
な
り
、
小
津
小
学

校
や
池
田
中
学
校
な
ど
、
郡
内
の
小
中
学
校

に
勤
務
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
久
瀬
小
学

校
の
教
頭
、
横
蔵
小
学
校
の
校
長
に
赴
任
さ

れ
、
平
成
９
年
３
月
に
横
蔵
小
学
校
で
定
年

退
職
さ
れ
ま
し
た
。
退
職
後
は
区
長
を
二
年

務
め
る
な
ど
地
域
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
生
前
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
今

回
の
受
章
と
な
り
ま
し
た
。
多
大
な
功
績
に

対
し
敬
意
を
表
し
ま
す
と
共
に
、
心
か
ら
ご

冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。

５
月
26
日（
日
）、
揖
斐
川
町
市
場
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
、
第
14
回
揖
斐
川
町
消
防
操
法
大
会

が
開
催
さ
れ
、
町
内
の
消
防
団
か
ら
小
型
ポ

ン
プ
の
部
28
チ
ー
ム
、
ポ
ン
プ
車
の
部
16

チ
ー
ム
が
出
場
し
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
消
防
技
術
の
向
上
を
目
的

と
し
て
お
り
、
動
作
の
正
確
さ
や
ス
ピ
ー
ド

を
競
う
た
め
、
日
頃
の
訓
練
や
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
が
試
さ
れ
る
と
と
も
に
、
郡
大
会
へ
の
出

場
権
が
か
か
っ
て
お
り
、
ど
の
チ
ー
ム
も
白

熱
し
た
操
法
を
披
露
し
ま
し
た
。

出
場
隊
の
皆
さ
ん
、
お
疲
れ
様
で
し
た
。

な
お
、大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　《
小
型
ポ
ン
プ
の
部
》

　

優　

勝　

大
深
分
団
第
３
班

　

準
優
勝　

大
深
分
団
第
２
班

　

３　

位　

坂
下
分
団
第
２
班

　

４　

位　

小
島
分
団
第
４
班

　

５　

位　

横
蔵
分
団
第
１
班

　

６　

位　

清
水
分
団
第
１
班

　《
ポ
ン
プ
車
の
部
》

　

優　

勝　

揖
斐
分
団
第
１
班

　

準
優
勝　

小
島
分
団
第
１
班

　

３　

位　

小
島
分
団
第
２
班

　

４　

位　

名
礼
分
団
第
１
班

　

５　

位　

名
礼
分
団
第
２
班

　

６　

位　

揖
斐
分
団
第
２
班

６
月
１
日（
土
）
と
２
日（
日
）
の
２
日
間
、

花
と
緑
を
テ
ー
マ
と
し
た
祭
典「
い
び
花
と

緑
の
ま
つ
り
２
０
１
９
」
が
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
「
は
な
も
も
」
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

愛
好
団
体
で
つ
く
る
実
行
委
員
会
が
主
催

し
た
こ
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
盆
栽
や
色
と
り

ど
り
の
サ
ツ
キ
、
古
木
、
寄
せ
植
え
な
ど
の

丹
精
込
め
て
作
ら
れ
た
作
品
、
約
１
０
０
点

が
展
示
さ
れ
、
来
場
者
の
目
を
楽
し
ま
せ
ま

し
た
。

ま
つ
り
で
は
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ

ニ
ー
や
花
の
苗
の
無
料
配
布
、
鉢
植
え
の
販

売
な
ど
行
わ
れ
、
多
く
の
人
で
賑
わ
い
ま
し

た
。ま

た
、
会
場
に
設
置
さ
れ
た「
花
と
緑
の

相
談
コ
ー
ナ
ー
」
で
は
、
花
や
盆
栽
の
手
入

れ
の
ア
ド
バ
イ
ス
が
行
わ
れ
、
来
場
者
は
熱

心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

瑞
宝
双
光
章
受
章

い
び
花
と
緑
の
ま
つ
り
２
０
１
９
が

開
催
さ
れ
ま
し
た

第
14
回
揖
斐
川
町
消
防
操
法
大
会

▲展示された花を観賞する来場者

▲ご家族への伝達

▲ポンプ車の部で優勝した
揖斐分団第１班

▲小型ポンプの部で優勝した
大深分団第３班


